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  ２月の相談日 

             ３日(火)、５日(木)、１０日(火) 

             １２日(木)、１６日(月) 

             １９日(木)、２３日(月)、２６日（木） 

            時間は１０：００～１４：００です。 

 

 

・・・・・保護者の皆さまへ・・・・・ 

仕事がら、問題を抱えたリ困り感を持っている思春期・青年期の若者の話を聞きます。小学校高

学年から不登校の１７歳、リストカットがやめられない１８歳、引きこもりの２０歳など・・・・・。 

そうなったきっかけや家庭環境はさまざまですが、共通しているのは、「このままの自分はだめだ。

変えたい、変わりたい。」と願っていることです。「でも、できない。」と葛藤しているのです。そし

て、自己肯定感が低く、「自分のことをわかってほしい。そして認められたい。」と切実に思ってい

ます。 

 自己肯定感とは、「自分のことが好き。」「自分は大切な存在。」と思える気持ちです。自己肯定感

が低く、自分に自信がなく不安で、だれかに自分のことをわかってほしい、認めてもらいたいと苦

しんでいるのです。 

 そんな若者の話を聞いていくと小学生時代のつまずきや心の傷にさかのぼることが多いのです。

小学校時代のつまずき傷つきがその後の人生に大きな影響を与えるのです。小学校時代は、成長の

過程では思春期前の比較的安定した時代と言われていますが、どう過ごしてきたかがとても大事で

す。この時代に自己肯定感を高めておくと思春期を乗り越えやすいと思われます。 

 では、親はどうしたらいいでしょう？ 名城大学准教授曽山和彦先生の言葉を紹介します。 

 自己肯定感を育む「魔法の言葉」・・・勇気づけの言葉 

    ありがとう   うれしいよ   たすかったよ 

 これは子どもだけではなく大人も元気になれる言葉がけですね。いっぱい使いましょう！ 


